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(宛 先 )

T100-8916
電話

FAX

饂鯰 理雹〔基墓勇製彗黎』室宛
東京都千代田区霞が関1-2-2

03(5253)1111(内線4289)

::望驚洋乳露3夕 :彗瞥鷹肇≧等基準審査室FAX)

T″晶留」沢総蘇青      禦倉真彗曇君嗜げ裂辱斎認ふり回
答する。

①食品中のシペルメドリンの残留基準の設定について

②食品中のトルフェンピラドの残留基準の設定について

③食品中のフエンキノドリオンの残留基準の設定について

④食品中のフラザスルフロンの残留基準の設定について

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

令和∂年ユ 几だ 日



①食品中のシベルメドリンの残留基準の設定について

②食品中のトルフェンピラドの残留基準の設定について

当該年度における受取額

□ 50万円以下

ゴ無し

ジ

ー

し

し

無

無

有

有

□

□

□ 50万円超～500万円以下

円超

→ 該当の有無 :

奇 何 笠 夭 倒 笠 寺 の 史 取 言ヽ1ヨ に,額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

口〆無し● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度 当該年度における受取額

□ 50万 円以下□ 平成30年度

□ 令和元年度 □ 50万円超～500万 円以下

□

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

③食品中のフェンキノドリオンの残留基準の設定について

し

し

無

無

ジ

ー

有

有

□

□

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

企業 名 t甲 請 企菓等 ,: 2
● 寄付金 契約金等の受取(割当て)

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度

□ 令和元年度

□

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

:□ 有リ ビ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万 円超

□ し

し

無

無

ラ

ー

有

有

●

●

匡
―
―
Ｉ
Ｌ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

該当の有無 :□



④食品中のフラザスルフロンの残留基準の設定について

ゴ無し● 寄付金 契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度

□ 令和元年度

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ □

コ

‐

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

― 該当の有無 :□

□ 50万円超～500万円以下

し

し

無

無

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式



(宛 先 )

厚生労働省 医薬・生活衛生局
食 品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

〒100-8916        東京都千代田区霞が関1-2-2
電話       03(5253)1111(内 線4289)

03(3595)2423(18時以降)

FAX       03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FA× )

寄付金・契約金等受取(割 当て)額等回答表

令和 3年 2月 26日

令和3年3月 11日 (木)薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬 動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金 契約金等の受取(害1当 て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のシペルメドリンの残留基準の設定について

②食品中のトルフェンピラドの残留基準の設定について

③食品中のフェンキノトリオンの残留基準の設定について

④食品中のフラザスルフロンの残留基準の設定について

現職 彙育、形群各衣拳ゴlzi後
氏名 多功ごじ烈』Z



①食品中のシペルメドリンの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等): 住友化学株式会社
● 寄付金 契約金等の受取(害1当 て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

②食品中のトルフェンピラドの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等):  日本農薬株式会社

― 受取の有無 :□ 有り  / 無し

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万 円超～500万 円以下

□ 500万 円超

し

し

鉦
小
霊
小

プ

ワ

有

有

●

●

該当の有無 :

該当の有無 :

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む) □ 研究契約金  ロ コンサルタント料 1旨導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他( )

● 寄付金 契約金等の受取(害1当 て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取った年度
□ 平成30年度

□ 令和元年度
□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

③食品中のフェンキノドリオンの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等): クミアイ化学工業株式会社

→ 受取の有無 :□ 有り  / 無し

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万 円超～500万 円以下

□ 500万 円超

ビ
ビ

●

●

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

無し

無し

該当の有無:□ 有り

該当の有無:□ 有り

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 寄付金 契約金等の受取(害1当 て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

― 受取の有無 :□ 有り  / 無 し

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万 円超～500万 円以下

□ 500万 円超

●

●

∈
―
―

―

」

該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□ 有り

し

し

霊
小
豊
小

ビ
／

【受取額の内訳
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料 芋旨導料
□ 特許権 特許使用料'商標権による報Oll

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )

□ その他(                  )



④食品中のフラザスルフロンの残留基準の設定について

企業名(申 請企業等): 石原産業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取(害1当 て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度

□ 令和2年度

【受取額の内訳
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料■旨導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                   )
申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

無

年

有

該

□

□

□

の

当
帥

ト

一 無じ

円以下

●

●

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

一 該当の有無 :□ 有り  図  無し

一 該当の有無 :□ 有リ  ノ  無し















（宛　先）

〒100－8916

電話

FAX

食品遥荒野題監題岩島室痴轡

東京都千代田区霞が関1－2－2
03（5253）1111（内線4289）

03（3595）2423（18時以降）

03－3595－2432（残留農薬等基準審査室FAX）

寄付金・契約金等受取（割当て）額等回答表 

令和J年ノ月易日

令和3年3月11日（木）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のシベルメトリンの残留基準の設定について

②食品中のトルフエンビラドの残留基準の設定について

③食品中のフェンキノトリオンの残留基準の設定について

⑧食品中のフラザスルフロンの残留基準の設定について



①食品中のシベルメトリンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　住友化学株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

D　平成30年度

□　令和元年度

→　受取の有無：□　有り 〆無し
当該年度における受取額

□　50万円以下

ロ　50万円超～500万円以下

□　令和2年度 ��」　□　500万 

【受取額の内訳】 �� 
□　寄附金（奨学寄付金含む） �����ﾊHｸhﾅ�o�ｾ��ロ　コンサルタント料・指導料 

□　特許権・特許使用料・商標権による報酬 �� 

ロ　講演料　　□　　　　原稿執筆料 �8ﾘ��9h･舒仂h,ﾈｩH��� 

口　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

②食品中のトルフエンビラドの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　日本農薬株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度
□　平成30年虎

口　令和元年度

→　該当の有無：口　有り

→　該当の有無：□　有り

→受取の棚：□有り　〆軋

当該年度における受取額

□　50万円以下

ロ　50万円超～500万円以下

ロ　令和2年度 ��J　□　500万 

【受取額の内訳】 �� 

□　寄附金（奨学寄付金含む） �8ﾘ��ﾊHｸhﾅ�o�ｾ��ロ　コンサルタント料・指導料 

ロ　特許権・特許使用料・商標権による報酬 �� 

ロ　講演料　　□　　　　原稿執筆料 �����9h･舒仂h,ﾈｩH��� 

□　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

③食品中のフェンキノトリオンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　クミアイ化学工業株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口　平成30年度

□　令和元年度

→　該当の有無：□　有り

→　該当の有無：□　有り

→受取の有無口有り　J　無し

当該年度における受取額

ロ　50万円以下

□　50万円超～500万円以下

500万円超ロ　令和2年度 ��J　□　5007ヨ 

【受取額の内訳】 �� 

□　寄附金（奨学寄付金含む） �8ﾘ��ﾊHｸhﾅ�o�ｾ��D　コンサルタント料・指導料 

ロ　特許権・特許使用料・商標権による報酬 �� 

□　講演料　　□　　　　原稿執筆料 佰ｸ��9h･舒仂h,ﾈｩH��� 

ロ　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り

特記事項

﹈



④食品中のプラザスルフロンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　石原産業株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□　平成30年度

□　令和元年度

→　受取の有無：ロ　有り 訂無し
当該年度における受取額

□　50万円以下

□　50万円超～500万円以下

500万円超□　令和2年度 ��」　ロ　500ブヨ 

【受取額の内訳】 �� 

ロ　寄附金（奨学寄付金含む） �8ﾘ��ﾊHｸhﾅ�o�ｾ��ロ　コンサルタント料・指導料 

ロ　特許権・特許使用料・商標権による報酬 �� 

ロ　講演料　　□　　　　原稿執筆料 �8ﾘ��9h･舒仂h,ﾈｩH��� 

ロ　その他（ ��｢� 

●申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　　　→　該当の有無：ロ　有り

特記事項
﹈



( 宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

〒1 0 0 一8 9 1 6

電話

F A X

東京都千代田区霞が関1 - 2 - 2
0 3 ( 5 2 5 3 ) 1  1  1  1 ( 内線 4 2 8 9 )
0 3 ( 3 5 9 5 ) 2 4 2 3  ( 1 8 時以降）
0 3 - 3 5 9 5 - 2 4 3 2  ( 残留農薬等基準審査室F A X )

寄付金・契約金等受取( 割当て) 額等回答表

令和< 5 年2 月2 ダ日

令和3 年3 $ 1 1 日（木）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のシペルメドJ ンの残留基準の設定について

②食品中のトルフェンピラドの残留基準の設定について

③食品中のフェンキ外リオンの残留基準の設定について

④食品中のフラザスルフロンの残留基準の設定について

現職一国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長

   氏名報泰一X



①食品中のシペルメドJ ンの残留基準の設定について

企業名（申議企業等）：住友化学株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

口令和2 年度

受取の有無：口有り ®  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

0  無し

0  無し

②食品中のトルフェンピラドの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：日本農薬株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

   口令和2 年度
【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

受取の有無：口有り 0  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

¢
1

0

 無し

 無し

③食品中のフェンキノドJ オンの残留基準の設定について

名（申請一企業等）：クミアイ化学工業株式会社
寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口平成3 0 年度

口令和元年度

口令和2 年度

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

  受取の有無：口有リ H  無し

当該年度における受取額

口 5 0 万円以下

口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口

該当の有無：口

 有り

 有り

0
1  無し

 無し



④食品中のフラザスルフロンの残留基準の設定について

  企業名（申請企業等）：石原産業株式会社
  春寄付金・契約金等の受取( 割当て) 額 - 受取の有無：口有り 0  無し

  受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

  口平成3 0 年度 1  口 5 0 万円以下
口令和元年度

口令和2 年度

- 口 5 0 万円超~ 5 0 0 万円以下

口 5 0 0 万円超

【受取額の内訳】

口寄附金( 奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口 原稿執筆料

口 その他（

  口研究契約金 ロコンサルタンド料・指導料

口 当該企業の株式

)

  ・申請資料等の作成に密接に関与 該当の有無：口有り 0  無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 - 該当の有無：口有り 0  無し

  「特記事項 π









（ 宛　先 ）

〒100－8916 東京都千代田区霞が関１－２－２
電話　 03（5253）1111　（内線4289）

03（3595）2423　（18時以降）
FAX 03－3595－2432　（残留農薬等基準審査室ＦＡＸ）

令和　　　年　　　月　　　日

令和３年３月11日（木） 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬･動物用医薬品部会

現　職

氏　名

③食品中のフェンキノトリオンの残留基準の設定について

厚生労働省　医薬・生活衛生局
　食品基準審査課　残留農薬等基準審査室　宛

寄付金・契約金等受取（割当て）額等回答表

　以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のシペルメトリンの残留基準の設定について

②食品中のトルフェンピラドの残留基準の設定について

④食品中のフラザスルフロンの残留基準の設定について

3      2     25

日本生活協同組合連合会



企業名（申請企業等）： 住友化学株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成３０年度 □ ５０万円以下

□ 令和元年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和２年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： 日本農薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成３０年度 □ ５０万円以下

□ 令和元年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和２年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： クミアイ化学工業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成３０年度 □ ５０万円以下

□ 令和元年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和２年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

①食品中のシペルメトリンの残留基準の設定について

②食品中のトルフェンピラドの残留基準の設定について

③食品中のフェンキノトリオンの残留基準の設定について



企業名（申請企業等）： 石原産業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 平成３０年度 □ ５０万円以下

□ 令和元年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和２年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

④食品中のフラザスルフロンの残留基準の設定について


